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今年もきれいに咲きました。（牧水公園のつつじ）
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⑤防遡
牧水の里の春祭り

◎回

山陰保育園ちびっこ太鼓

雛竈齪謬絆

一■『7
すごい迫力でした

噸璽■ムーご劉ぼ同門、■　■
　　　　　　　　冠太鼓との共演

花
馬
車

皆さまのおかげで盛大に開催することが

できました。

ありがとうございました。

　　　一第6回牧水公園つつじ祭り実行委員会一

’・ @．　　嗣　・ ’「 ．．o＝ ﾟ　　．　響

馨乗馬体
験

も
ち
ま
き

【ヨ　　u

；　開も・

◎鰺懲吻

傭翻
　4月29日（木）、牧水の里の春祭り「第6回牧水公園つつじ祭り」が開催されました。

　当日は天候もよく、満開を過ぎていたものの、ミツバツツジ、ヒラドツツジなどのつつ

じが咲くなか町内外から多くの人が訪れ、ゴールデンウィーク初日を楽しんでいました。

メインステージでは、みやざき花の女王、原田沙友里さんによる花の苗プレゼントの後、

宮崎市の橘太鼓「円座」をはじめとする和太鼓演奏や地元羽坂出身の歌手藤方裕子さん

の歌謡ショー、ジローちゃんの風船パフォーマンスショーなどがあり、会場は大変な盛り

上がりを見せていました。また、花馬車、乗馬体験も人気を集めていました。

イベントの最後に旧b藩獅蒙ξ灘粥会σ

ものまねショー

　　“そっくりでした”

風船パフォーマンス

野　点

藤方裕子歌謡ショー

ド　　　　　　　　亀

やった一

開会あいさつ

花の苗プレゼント
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G爾曜

　　　　叙勲　おめでとうございます
第2回危険業務従事者叙勲　／　平成16年春の叙勲

　　　　　甲斐美佐子さん（76歳）

羽坂硯野

・瑞宝双光章（更生保護功労）

　昭和48年から現在も31年間にわたり、宮崎市と東

郷町で保護司として地域社会に貢献されておられます。

　県内の女性警察官一期生で、昭和21年から、退職

される昭和37年まで宮崎警察署防犯少年課少年係に

勤務されました。

　「戦後から多くの方に支えられ、力を合わせて生き

てきました。受章は思いがけないこと。感謝の気持

ちでいっぱいです。」と言われていました。

　　　　　　川越末廣さん（61歳）

　福瀬上村三

・瑞宝双光章（防衛功労）

　元一等海尉。昭和36年に入隊され、主に広島・呉

地方総監部などで潜水艦乗務員として勤務されてい

ます。宮崎地方連絡所日向募集事務所にも勤務され、

平成9年退官されています。

　「今回の受章にはびっくりしています。17年間に及

ぶ乗艦が評価されたのでしょう。ありがたいことです。」

と言われていました。

これからもご活躍を期待いたします。

「
土
砂
災
害
防
止
月
間
（
6
月
－
日
～
3
0
日
）
」

　
　
～
日
頃
の
備
え
と
早
め
の

■
雨
に
注
意

　
土
砂
災
害
の
多
く
は
雨
が
原

因
で
起
こ
り
ま
す
。
1
時
間
に
2
0

ミ
リ
以
上
、
ま
た
は
、
降
り
始
め

て
か
ら
1
0
0
ミ
リ
以
上
の
降
水

量
に
な
っ
た
ら
要
注
意
。

■
危
険
な
個
所
を
調
べ
て
お
く

　
危
険
区
域
図
は
最
寄
の
土
木

事
務
所
、
市
町
村
役
場
等
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
ど
こ
が
危
険
か
、
避

難
場
所
は
ど
こ
か
、
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

層
非
難
の
準
備

　
飲
料
水
・
食
料
を
最
低
3
日
分
、

包
帯
・
常
備
薬
等
の
救
急
医
薬
品
、

携
帯
ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
等
の
非

常
持
出
品
を
あ
ら
か
じ
め
準
備
し
、

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
に
必
要
最
小
限

に
ま
と
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
非
難
の
道
順
を
決
め
て
お
く

　
非
難
す
る
道
に
危
険
な
場
所

が
な
い
か
、
日
頃
か
ら
調
べ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
勧
告
が
あ
っ

　
た
ら
す
ぐ
に
非
難

　
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
ら
、

　
　
　
　
非
難
～

家
族
全
員
で
早
め
に
行
動
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
誘
導
員
が
い
る

場
合
は
、
誘
導
員
の
指
示
に
し
た

が
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
身
軽
で
暖
か
い
服
装
で

　
非
難
す
る
時
間
が
長
び
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く

暖
か
い
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

前 兆

・小石がぱらぱら落ちる。

・水がわき出てくる。

・崖にさけめができ、枯れたことのない湧き水が止まる。

・地面にひび割れができる。
・陥没や隆起が起こる。

・井戸や沢の水が濁る。
・山の木が傾いている。

・山鳴りやドーンという音がする。
・傾斜面を水が走る。
・降雨は続いているのに川の水位が下がる（上流で崖崩れが
発生し流れが止められている恐れがあるため）。

土砂災害の種類

崖崩れ（斜面崩

りべす地

土石流（鉄砲水・山津波）
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4
月
2
5
日
（
日
）
、
門
川
町

　
　
　
　
　
　
総
合
文
化
会
館
で
開
催
さ

　
　
　
　
　
　
れ
た
「
翼
壁
民
謡
選
手
権
大

　
　
　
　
　
　
会
（
県
北
民
謡
連
合
会
主
催
）
」

　　

@　

�
ﾕ
妙
齢
臥
田
偏
猟
暇
ボ
鎚

　
　
　
　
優
さ
ん
（
東
郷
小
学
校
5
年
）

　
　
　
　
会
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
・

翻9
翻識醗

大
こ
の
大
会
は
・
県
北
1
2
市

権
町
村
の
会
員
相
互
の
友
情

手
と
親
睦
を
深
め
つ
つ
、
唄
う

選
技
量
の
向
上
を
目
的
と
し

謡
た
大
会
で
、
本
年
で
1
6
回
目

民
と
な
り
ま
す
．

し
　
　
麻
衣
さ
ん
は
、
今
年
の
1

尉　　
月
か
ら
民
謡
を
習
い
始
め

　
　
た
ば
か
り
と
の
こ
と
で
、
今

　
　
回
の
優
勝
を
ご
家
族
と
と

　
　
も
に
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
4
月
2
5
日
（
日
）
、
羽

　
　
坂
弘
法
大
師
祭
が
開
催

　
　
さ
れ
ま
し
た
。
羽
坂
山

　
　
内
地
区
に
は
、
四
国
讃

　
　
岐
の
八
十
八
ヶ
所
巡
り

祭
が
遠
隔
地
な
た
め
、
羽

黒
坂
地
域
内
を
遍
路
と
定

大
め
、
弘
法
大
師
座
像
八
＋

　
　
八
体
を
石
で
刻
み
納
め

法　
　
て
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
・

弘
こ
の
祭
り
を
・
拡
充

軽
し
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、

羽
公
園
の
整
備
、
桜
並
木

　
　
の
整
備
な
ど
地
域
の
皆

　
　
さ
ん
が
取
り
組
ん
で
お

　
　
ら
れ
、
当
日
は
、
多
く

　
　
の
方
が
参
拝
に
訪
れ
て

　
　
い
ま
し
た
。

ガ・一デニング教室開催

　
4
月
1
8
日
（
日
）
牧

水
公
園
ふ
る
さ
と
の
家

で
、
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

タ
2
0
0
4
の
啓
発
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
「
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
教
室
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
思
い
思

い
に
プ
ラ
ン
タ
ー
へ
の

植
栽
を
完
成
さ
せ
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
4
月
2
6
日
（
月
）
、
中
央
公

　
　
民
館
で
シ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ボ
ー

上
9
ル
を
使
っ
た
健
康
教
室
が
弔

す
催
さ
れ
ま
し
た
。

で
　
　
こ
の
シ
ッ
テ
ィ
グ
ボ
ー

戯
曲
ル
は
、
座
れ
る
高
さ
に
膨
ら

黙
辮
蹴
墨
斑

馬
プ
に
つ
な
が
る
そ
う
で
す
。

励
参
加
者
は
、
ボ
ー
ル
に
座
q

，
音
楽
に
合
わ
せ
て
腰
を
前
後

一
　
左
右
に
動
か
し
た
り
、
バ
ウ

一
三
ン
ド
し
な
が
ら
一
周
し
た
り
、

ク
楽
し
い
雰
因
気
で
指
導
を
干

し
ノ
け
て
い
ま
し
た
。

イ
こ
れ
か
ら
も
教
室
を
計
画

テ
し
ま
す
．
興
味
の
あ
る
方
は

ン
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
（
や

シ
畏
ぎ
籠
一
朝
－
3
3

●●

現
垂
お
忘
れ
な
く
！

児
童
手
当
を
現
在
受
け
て

・
い
る
方
は
、
毎
年
6
月
に

現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ

●
ば
な
り
ま
せ
ん

　
　
こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、

・
6
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注

・
押
下
さ
い
。

受
付
期
間
　
6
月
1
4
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
6
月
3
0
日
（
水
）

受
付
場
所
　
や
す
ら
ぎ
館

・
※
一
迫
区
の
方
は
期
間
中
の
火

　
曜
日
（
1
5
日
、
2
2
日
、
2
9
日
）

●

の
午
前
中
、
寺
迫
連
絡
所
で

も
受
付
し
ま
す
。

．
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
（
電
話

6
9
1
3
3
6
7
）
ま
で

●●
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今
月
は
湯
谷
の
畝
臨
幸
］
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と

　
ム
フ
後
の
経
営

　
現
在
、
ブ
ロ
イ
ラ

ー
と
水
稲
の
複
合
経

営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

経
営
規
模
は
ブ
ロ
イ

ラ
ー
鶏
舎
四
・
五
棟

に
水
稲
四
十
七
ア
ー

ル
の
経
営
で
す
。

　
今
後
の
経
営
に
つ

い
て
は
現
在
の
経
営

を
継
続
し
な
が
ら
将
来
は
二
棟

を
増
設
し
て
経
営
の
規
模
拡
大

を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
；
ρ

　
今
月
は
大
谷
の
一
三
幸
一
さ

ん
の
自
宅
に
伺
い
取
材
し
ま
し

た
。　

畝
原
さ
ん
宅
は
大
谷
川
上
流

の
川
沿
い
の
山
に
囲
ま
れ
た
自

然
環
境
に
恵
ま
れ
た
所
に
自
宅

と
鶏
舎
が
あ
り
、
ご
両
親
と
御

夫
婦
そ
れ
に
五
人
の
子
供
さ
ん

と
一
緒
に
お
暮
ら
し
で
す
。

　
畝
原
さ
ん
の
経
営
は
ブ
ロ
イ

ラ
ー
を
中
心
に
し
た
水
稲
と
の

複
合
経
営
で
す
。

　
予
言
さ
ん
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経

営
は
二
十
年
前
に
ご
両
親
が
始

め
ら
れ
、
幸
一
さ
ん
は
四
年
前

か
ら
経
営
に
参
加
さ
れ
て
現
在

に
至
る
と
の
事
で
し
た
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
の
状
況
は

夏
が
一
棟
当
り
八
千
羽
、
冬
が

1
万
羽
で
年
並
・
五
回
転
で
約

十
八
万
二
千
羽
の
生
産
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
ガ
リ
の
発
生
は
年

間
4
百
羽
程
度
で
非
常
に
成
績

が
い
い
よ
う
で
す

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
に
参
加
し

て
よ
か
っ
た
事
は
と
伺
い
ま
し

た
と
こ
ろ
以
前
建
設
業
を
し
て

い
た
時
に
は
仕
事
が
切
れ
る
事

が
多
く
不
安
定
で
あ
っ
た
が
現

在
は
安
定
し
て
い
る
事
と
鶏
舎

を
本
人
二
棟
、
お
父
さ
ん
二
棟
、

お
母
さ
ん
○
・
五
棟
に
分
担
し

て
管
理
し
そ
れ
ぞ
れ
競
争
を
し

て
や
り
が
い
が
あ
る
こ
と
と
の

事
で
し
た
。

　
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
で
特
に
気

を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
鶏
舎
が

山
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
盆
地

の
よ
う
な
気
象
条
件
に
な
る
た

め
夏
の
暑
さ
対
策
で
換
気
扇
と

ネ
ッ
ト
で
対
応
し
て
い
る
。
ま

た
、
停
電
等
に
対
応
す
る
た
め

自
家
発
電
機
も
準
備
し
て
い
る
。

病
気
関
係
は
今
の
と
こ
ろ
発
生

し
て
い
な
い
が
昨
今
の
高
病
原

性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
一
番

気
に
か
か
り
、
そ
の
影
響
で
キ

ロ
当
た
り
三
円
安
く
な
り
経
営

に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
専
業
経
営
の
安
定
を
図
る

た
め
二
棟
増
や
し
て
規
模
拡
大

を
図
り
た
い
と
の
事
で
し
た
。

　
畝
原
さ
ん
の
よ
う
に
、
鶏
舎

の
管
理
を
分
担
さ
れ
お
互
い
に

競
争
す
る
事
は
大
変
良
い
事
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
更
に
協
力

さ
れ
二
棟
の
増
設
が
早
く
実
現

さ
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

ノ
ひ
ら
号
　
　
　
　
参
等
賞

…
高
尾
ふ
さ
二

二
1
3
号
　
　
　
優
等
賞
2
席

浄
成
績
一
　
　
　
　
4
　
位

郡
市
品
評
会

－
T
．
”
詞
二

山
　
黒
木
国
寛

い
く
み
1
号
　
　
　
弐
等
賞

　　．児

難難蹴難歪曲口置日福ギ日一麟贔
　　　　　　　響幾…1画廊欝ll類

　　　　　一束り頭催　　2血山2血庭　　　　　　　　　　　　　　　　　　3血寺最合去雌児　高か
　　　　　　　　　　　9統ノ7選言ユ、　0統迫宕1計勢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平地額ら4
　　　　　　　　　　　　一　口7　　‘　0　　恕平平

号離共て手．郡令　奪 ﾒll綴1
　ミ　徳　美

1露　事業秀羅ド悪評Oll

馨
繧
だ
港

G臨莚・樋

　郵便等による不在者投票の対象者が拡大されました
　　　　　　～今年は第20回参議院議員通常選挙が実施されます～

　5月号では「期日前投票制度」について解説をしましたが、今月号では、対象者が拡大された「郵同等

による不在者投票」について説明します。

L郵便等による不在者投票

　今回の改正で、介護保険の被保険者証に介護の状態区分が要介護5として記載されている方が、新たに

郵便等による不在者投票をすることができるようになりました。

改正後の基準は下表のとおりです。

障害の種類 身体障害者 戦傷病者 要介護者

①　両下肢若しくは体幹の障
@害若しくは移動機能の障害

（身体障害者手帳の記載が）

@　1級・2級の方

（戦傷病者手帳の記載が）

ﾁ別項症から第2項症

ﾜでの方

②　心臓、じん臓、呼吸器、

@ぼうこう若しくは直腸若し
@くは小腸の障害

（身体障害者手帳の記載が）

@1級～3級の方

（戦傷病者手帳の記載が）

ﾁ別項症から第3項症

ﾜでの方

③　免疫の障害 （身体障害者手帳の記載が）

@1級から3級の方

④　介護の状態区分 （被保険者証の要介護

�ﾔ区分の記載が）

v介護5の方

※1　郵便等による不在者投票を行うためには、名簿登録地の市町村選挙管理委員会から「郵便投票証明書」
　の交付を受ける必要があります。

　また、郵便等による不在者投票をすることができる選挙人「郵便投票証明書の交付を受けている者」で、

自ら投票の記載をすることができない方として定められた次の（1）又は（2）に該当する方は、あらか

じめ市区町村の選挙管理委員会の委員長に届け出た方（選挙権を有する者に限る）に投票に関する記載（代

理記載）をさせることができるようになりました。

（1）身体障害者福祉法上の身体障害者で、身体障害者手帳に上肢又は視覚の障害の程度が1級である方とし

　て記載されている方

（2）戦傷病者特別援護法上の戦傷病者で、戦傷病者手帳に上肢又は視覚の障害の程度が特別項症から第2項

　症までとして記載されている方

※2　代理記載の方法による投票を行うためには、

①代理記載の方法による投票を行うことができる方であることの証明手続

②代理記載人となるべき方の届出手続

①、②の申請手続きを名簿登録地の市町村選挙管理委員会に行う必要があります。「郵便等による不在

者投票」について詳しくは、東郷町選挙管理委員会事務局までお問い合せください。（電話0982－69－3900）
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⑤堅甲

　東郷町国民健康保険の疾患で、受診率・1人当たり医療費ともに高い「高血圧性疾患」は、どの

ような年代が受診し、性別で違いがあるかグラフに表しました。

（件）
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高血圧性疾患の件数く年齢別〉 一←一13年5月

一畳一14年5月

．‡！三i笙5月．

20歳代　30歳代40歳代　50歳代　60歳代　70歳代80歳代

　「高血圧性疾患」5月診療の

受診件数を、平成13年から3

ヵ年分「年代別」にグラフに

表したものです。

　40～50歳代から徐々に件数

が増えています。

　70歳代の37％が「高血圧」

を主病に受診しています。

●性別の「件数」「1人当たり費用額」の比較

　高血圧性疾患は、男性よりも女性の方が多く受診しており、1人当たり費用額も女性の方が高く

なっています。

人
9

6

3

0

高額療養者〈循環器系疾患の件数〉 男
女

國
■

13年度 14年度

　しかし、月100万円以上の高額療養

者の内、「脳梗塞」等の循環器系疾患

の年間件数で男女の件数を比較する

と、男性の方が圧倒的に多くなってい

ます。

　「高血圧性疾患」は、動脈硬化の原

因となり、心臓病や脳血管疾患の重要

な要因になります。

　血圧計を、一家に一台準備するか、

役場ややすらぎ一等の血圧計が設置されているところで、小まめに血圧測定を行いましょう。

　血圧が高い方は、症状がなくても放置せず、生活習慣を見直し医師に相談するなど、早めに対応

するようにしましよう。
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G熊跳鯵

　Q．自宅でお薬を服用するときに気をつけることはありますか。

　自宅での薬の服用管理については、医療機関、保健薬局で説明されたことを守り服用してくださ

い。服用し始めて異常が感じられたら、かかった医療機関に問い合わせするようにしましよう。

　また、慢性疾患で長期に服薬が必要な方は、薬がなくなる前に医療機関を受診し継続して服用

することが大切です。ただし、医療機関の診察を受けないで、薬の処方だけで何ヶ月も服用するの

はやめましょう。

　なお、薬の保管方法については、幼児の手の届かない所に保管し、不要になった薬は破棄しま

しょう。自己判断で他の人にあげることは危険ですので絶対にやめましょう。

　　胃がん検診（カメラ）

　　　受診希望者の募集について

医療機関　東郷町国民健康保健病院

受診料1，000円
対象者40歳以上の住民（今年度未受診の方）

申込先　やすらぎ館　保健福祉課　保健係

　　　　　　　　　　　　　（電話69－3367）

申込期限　6月18日（金）まで

その他　希望者を取りまとめ後、予約制にて実施し

　　　　　ます。
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　6月4日は「むし歯予防day」

最近のむし歯事情
6月4日は「むし歯予防day」。これにちなみ本県の

むし歯に関する情報を掲載します。本県の状況は、全

国的にみてあきらかに悪いようです。みなさんもご家
庭を振り返りながらご回虫さい。

むし歯保有状況

＝　1人平均むし歯本数 むし歯有病者率

全　国 1．38本 32．5％

宮崎県 2．39本 48．6％

平成14年度3歳児歯科健康診査結果（厚生労働省資料）

3　1人平均むし歯本数　　むし生塗病者率　　　献血にご協力ください

｣血車が来面します 全　国 2．09本
」

64．0％

宮崎県 2．68本 74．1％
期　　日 受付時間 会　　場

10：00～11：30 JA日向東郷支店

　　　　　　　　　平成15年度文部科学省「学校保健統計調査一
ﾞし歯処置状況

6月15日（火） 有病者率 未処置歯のある者
13：00～15：30 東郷町役場

全　国 71．3％ 37．0％

宮崎県 8　1．　5％　　　　　　　　　49．　8％

6月の行事予定表　　　　　．． 有病者率 未処置歯のある者

期　日 場　　　　所 受付時間 全　国 67．7％ 29．5％

ちびちびCLUB 宮崎県 75．0％ 36．9％

8日・22日火）やすら　ぎ館 10：00～12：00 ≡　　　　　有病　者率　　　未処置歯のある者

リハビリ教室 全　国 77．9％ 31．2％

23日（水） シルバーセンター 10：00～10：10 宮崎県 85．　1％ 38．6％

赤ちゃん健康相談
16日（水） やすらぎ館生後4～12ヶ月児9：30～10：00

　　　　　平成15年度文部科学省「学校保健統計調査

@1人当たり医療費
i平成15年3月～平成15年12月）　単位：円

1．6健康診査
東　郷　町

16日（水） やすらぎ館1歳6～8ケ月児13：30～14：00

1人当たり医療費…順位
市町村平均

2．6健康診査 一　般 209，671　…6 174，444

16日（水） やすらぎ館2歳6～8ヶ月児！4：00～14：30
退　職 349，370　　6 284，930

さくらんぼの会 老　健 613，647　：9 1 607，781

9日（水） やす　ら　ぎ館　　10：00 合　計

2

357，191　　：　1　　　　308，　638
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1
2
日
（
土
）
～
1
3
日
（
日
）

■
内
容

　
○
幼
児
作
品
展

　
○
語
り
部
の
会
の
語
り
．

　
○
ビ
デ
オ
上
映
会

　
○
古
本
交
換
会

　
○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
無
料
開
放

■
問
合
せ

　
交
流
研
修
施
設
さ
く
ら
館

　
電
話
6
9
1
3
1
7
1

6
円
の
草
書
擶
謬

ビ
デ
オ
上
映
会

☆
1
2
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
養
老
の
滝
」

「
雀
と
キ
ツ
ツ
キ
と
山
鳩
」

「
こ
が
ね
の
斧
」
　
「
蛙
の
恩
返
し
」

☆
2
6
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

『
ま
ん
が
日
本
昔
ぱ
な
し
』
よ
り

「
七
夕
さ
ま
」
　
「
さ
だ
六
と
シ
ロ
」

「
河
童
の
雨
ご
い
」

「
イ
ワ
ナ
の
怪
」

さ
く
ら
館
の
休
館
日

　
7
日
・
1
4
日
・
2
1
日
・
2
8
日

冨

一
般
図
書

・
硝
子
の
ハ
ン
マ
ー
　
貴
志
祐
介

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
暗
証
番
号
、

廊
下
に
監
視
カ
メ
ラ
、
隣
室
に

役
員
。
厳
戒
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

網
を
破
り
、
社
長
は
撲
殺
さ
れ
た
。

凶
器
は
？
　
殺
害
方
法
は
？

　
弁
護
士
純
子
は
、
逮
捕
さ
れ

た
専
務
の
無
実
を
信
じ
、
防
犯

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
榎
本
の
も
と

を
訪
れ
る
が
…
。

・
検
事
霞
夕
子
風
極
の
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
夏
樹
静
子

　
北
海
道
に
単
身
赴
任
し
た
検
事
・

霞
夕
子
。
凶
悪
事
件
の
少
な
い

落
ち
着
い
た
日
々
だ
っ
た
が
、

事
件
発
生
の
急
報
が
入
っ
た
。

現
場
で
捜
査
に
加
わ
る
夕
子
の

勘
が
捉
え
た
、
か
す
か
な
違
和
感
、

些
細
な
事
実
…
。
北
の
大
地
を

舞
台
に
し
た
、
霞
夕
子
4
つ
の

物
語
。

そ
の
他

・
雨
の
日
の
イ
ル
カ
た
ち
は

　
　
　
　
　
　
　
　
片
山
恭
一

・
紅
の
袖
　
　
　
　
諸
田
玲
子

・
乱
歩
賞
作
家
赤
の
謎

　
　
　
　
　
　
　
　
長
坂
秀
佳

・
人
や
さ
き
犬
や
さ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
川
弘
之

・
死
を
呼
ぶ
ペ
ル
シ
ュ
ロ
ン

　
　
　
　
ジ
ョ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
バ
ー
デ
ィ
ン

・
ト
ス
カ
ー
ナ
の
休
日

　
　
　
　
　
フ
ラ
ン
シ
ス
・
メ
イ
ズ

・
イ
タ
リ
ア
幻
想
曲
　
内
田
康
夫

・
猿
曳
遁
兵
衛
　
　
　
逢
坂
　
剛

・
宇
田
川
心
中
　
　
　
小
林
恭
二

・
ス
イ
ー
ト
リ
ト
ル
ラ
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
　
江
国
香
織

・
真
葛
ヶ
原
の
決
闘

　
　
　
　
　
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

児
童
図
書

・
泥
か
べ
の
町

　
　
　
　
　
デ
ボ
ラ
・
エ
リ
ス

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

　
今
も
な
お
混
乱
の
続
く
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
。
難
民
と
し
て
の

境
遇
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な
く
、

自
ら
の
行
動
で
境
遇
を
変
え
て

い
こ
う
と
も
が
く
少
女
を
描
く
。

・
ポ
リ
ス
・
ウ
ッ
ズ
の
絵

　
　
　
　
　
バ
ト
リ
シ
ア
・
ア
イ
リ
ー
ギ
フ

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

　
ポ
リ
ス
は
生
後
－
時
間
で
捨

て
ら
れ
た
女
の
子
。
1
1
歳
の
今
も
、

里
親
の
も
と
を
転
々
と
し
て
い
る
。

絵
を
描
く
才
能
に
恵
ま
れ
な
が

ら
も
、
社
会
の
隙
間
に
落
ち
こ

ん
だ
少
女
の
孤
独
と
、
幸
福
へ

の
願
望
を
描
く
。
ニ
ュ
ー
ペ
リ
ー
・

オ
ー
ナ
ー
賞
受
賞
作
。

・
ウ
ィ
ツ
シ
ュ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
オ
ー
エ
ン
・
ゴ
ル
フ
ァ
ー

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

　
死
ん
だ
少
女
の
魂
が
ま
た
現

世
に
戻
っ
て
、
老
人
の
4
つ
の

願
い
を
か
な
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

成
功
す
れ
ば
少
女
は
天
国
に
行

け
る
が
、
ダ
メ
な
ら
地
獄
。
め

ち
ゃ
く
ち
ゃ
笑
え
て
胸
に
ぐ
っ

と
く
る
、
ハ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
な
物
語
。

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
記
憶

　
　
　
　
　
　
エ
ル
ヴ
ェ
・
ジ
ャ
ウ
エ
ン

（
小
学
校
上
学
年
・
中
学
生
対
象
）

　
ヴ
ェ
ロ
の
大
好
き
な
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
記
憶
を
失
っ
て
い
く
！

　
誰
も
避
け
て
通
れ
な
い
老
い

か
ら
生
ず
る
哀
し
み
、
と
ま
ど
い
。

13

ﾎ
の
孫
娘
を
語
り
手
に
、
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
祖
母
と
孫

娘
一
家
の
日
常
を
、
ユ
ー
モ
ラ

ス
に
、
愛
お
し
く
描
き
出
す
。

え
ほ
ん

・
は
な
う
た
ウ
サ
ギ
さ
ん

　
　
　
　
　
　
エ
リ
ッ
ク
・
ロ
ー
マ
ン

　
ウ
サ
ギ
さ
ん
と
き
た
ら
、
い

つ
だ
つ
て
は
な
う
た
ま
じ
り
。

そ
の
く
せ
何
を
し
ょ
う
と
、
ど

こ
へ
行
こ
う
と
、
や
っ
か
い
ご

と
に
ま
き
こ
ま
れ
る
。
今
日
も

ネ
ズ
ミ
く
ん
の
飛
行
機
を
と
っ

て
あ
げ
よ
う
と
…
。
コ
ー
ル
デ

コ
ッ
ト
賞
受
賞
作
品
。

・
て
ん
き
よ
ほ
う
か
ぞ
え
う
た

　
　
　
　
　
　
　
柚
木
沙
弥
郎

　
ひ
と
つ
　
ひ
の
ひ
か
り
　
ひ

ろ
い
ち
き
ゅ
う
を
　
ひ
と
ま
わ

り
ひ
と
も
　
ひ
と
で
も
ひ
る
ま

の
び
の
び
　
身
近
な
天
気
予
報

を
素
材
に
し
た
、
楽
し
い
か
ぞ

え
う
た
の
絵
本
。
ど
う
ぶ
つ
村

の
明
日
の
お
天
気
は
？
　
愉
快

な
こ
と
ば
あ
そ
び
も
い
っ
ぱ
い
。

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

琶照i■睡雪踵i樗奪引
脅

韮．

朋●
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　皆さん．自炊していますか？私はちょっと苦手ですが、料理の作り方に興コ夫を持っています。

4月に尾鈴女性学級の皆さんと一緒に味噌を作る機会がありました。最初から最後まで、す

べてやってみました。楽しく話しながら、麦や米などを混ぜたり、大豆を蒸かしたり、出

来上がった味噌をバケツに押しつぶしたりしました。

　女性学級のメンバーによると、昔の味噌作りは一週間ほどかかったそうです。　磯械を

使うと午前中で終わるのでとても楽だ。」と言われましたが．スーパーで買うと1分目か

からないので．その生活に慣れている私は「午前中一を長く感じました。

　尾鈴女性学級の皆さんは、一人あたり春に5kg、秋に5kgの味噌を作っているそうです。

　般的に．一人あたり2．5kgの味噌を一年間で食べます。一年に作る10kgの＝未曜は．自宅で使っ

たり．親戚や友達などにもプレゼントをしているようです。そんな素敵なプレゼントを貰うとみんなが喜ぶで

しょうね。

　話が変わりますが、毎週火曜日に大人の英会話教室を開いています。最近、その教室に来ている人たちが英

語で日記を書き始めました。メンバーの一人であるヒロコさんが、自分で育てた大豆を使って．豆腐を作った

ことを日記に書いていました。その話を読んでとても驚きました。自分で豆腐を作れることを、私は知らなか

ったからです。自分の食べ物を自分で作れるといいですね。

　アメリカにも自分で育てた材料を使って料理をする人はいますが、ロ夫噌や豆贋などの日本的な物ではなく、

パンやジャムをよく作ります。私のおばあちゃんのお姉さんが、小さなl／田をやっていますが．毎年の木苺ジャ

ムは家族の楽しみです。木苺ジャムは．日本ではあまり見かけませんが．図会があればぜひ旺見をしてみて
ください。

　昔のアメリカ人は、普段にヨーグルトを作りましたが、私は来日するまで手作りのヨ　グルトを食べたこと

がありませんでした。京都で留学したとき、ホストファミリーと一緒に暮らしました。ホストのお母さんは料

理が好きで、とても上手でした。お母さんが作ったほとんどの料理は和食でしたが．朝にヨーグルトもよく食

べました。　「ヘルシーだし、作るのは簡単よ。」とお母さんの言葉がきっかけで．私もヨーグルトを作ってみ

たいと思いました。特に、自分が作ったヨーグルトでスムージーというおいしい飲み物ができるといいね～と

思って、今度の夏こそ作り方を覚えようと思っています。

　スムージーというのは、果物や野菜などの天然素材に．ヨーグルト、アイスなどを加えてミキサーで混合し

た健康ジュースのことです。ジュース・アイスクリーム・フローズンヨーグルト・豆劉などを加える場合もあ

ります。スムーズは「口あたりのいい、固まりのない」の意味です。皆さんも、作ってみませんか？

（
＼
》
．
、

作り方：バナナの皮をむいて、ヨーグルトと一緒にミキサーに入れて、

　　　　混ぜる。かたまりがなくなったら、氷を入れて、混ぜる。

　　　　最後に蜂蜜を入れて、混合するまで混ぜる。混ぜる前には、

　　　　蓋を閉めることを忘れないでね。

　　　　きっとおいしいスムージーができるでしょう。

1本

1．5カップ

4個（大）

少々

材料：バナナ……

　　　ヨーグルト

　　　氷…………

　　　蜂蜜・…・一（
）
8
つ

鳥
（
ホ
オ
ジ
ロ
及
び
メ
ジ
ロ
）
を

飼
養
す
る
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　
県
知
事
の
捕
獲
許
可
（
期
間
：
7
月
1
日
～
1
月

31

冝
j
を
受
け
て
捕
獲
し
た
ホ
オ
ジ
ロ
及
び
メ
ジ
ロ

を
飼
養
す
る
に
は
、
町
長
が
交
付
す
る
登
録
票
が
必

要
で
す
。

　
飼
養
で
き
る
ホ
オ
ジ
ロ
及
び
メ
ジ
ロ
は
1
世
帯
1

羽
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
登
録
票
の
有
効
期
間
は
1
年
間
で
、
引
き
続
き
飼

養
す
る
に
は
申
請
に
よ
り
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

ま
た
、
飼
養
し
て
い
た
ホ
オ
ジ
ロ
及
び
メ
ジ
ロ
に

異
動
（
放
鳥
、
譲
渡
等
）
が
あ
っ
た
場
合
に
も
届
け

出
が
必
要
で
す
。

《
手
続
き
の
際
に
必
要
な
も
の
》

◆
印
鑑

◆
手
数
料
　
3
、
4
0
0
円

※
無
許
可
で
飼
養
す
る
と
、
法
令
に
よ
り
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

●
捕
獲
許
可
　
宮
崎
県

東
臼
杵
農
林
振
興
局
林

務
課
林
政
係

電
話
0
9
8
2
1
3
2
1

ρ
O
l
P
b
7

●
飼
養
登
録
　
東
郷
町

農
林
振
興
課
　
林
政
係

電
話
6
9
1
3
9
0
8

齪猫；霞鎚……
E
・C

ヨ曖翫3三≡「
＝

亀

＝

並審

謙幽門：門門

【事

ﾆ
所
調
査
に
ご
協
力
三

　
6
月
1
日
、
事
業
所
・
企
業

統
計
調
査
、
商
業
統
計
調
査
及

び
サ
ー
ビ
ス
業
基
本
調
査
の
3

コ
口
が
全
国
一
斉
に
1
枚
の
調

査
票
で
同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
総
務
省
と
経

済
産
業
省
が
実
施
す
る
も
の
で
、

全
国
の
民
営
の
事
業
所
す
べ
て

が
対
象
に
な
り
ま
す
。
調
査
の

結
果
は
地
域
開
発
計
画
や
都
市

計
画
な
ど
の
基
礎
資
料
や
、
国

や
都
道
府
県
・
市
区
町
村
に
お

け
る
商
業
の
育
成
、
サ
ー
ビ
ス

産
業
の
振
興
等
に
係
る
諸
施
策

の
企
画
・
立
案
の
基
礎
資
料
に

な
り
ま
す
。
5
月
下
旬
か
ら
調

査
員
が
各
事
業
所
に
伺
い
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

　
「
宮
崎
県
の
雨
量
・
水
位
観
測

情
報
」

ア
ド
レ
ス

げ
ξ
ミ
冨
。
・
雪
．
三
士
∋
ぐ
ロ
N
異
こ
℃

ま
た
は
、
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
宮
崎
県
消
防
防
災
情
報
」

の
「
リ
ア
ル
タ
イ
ム
情
報
」
か

ら
も
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

昌τ場
所

人
権
擁
護
委
員

設
人
権
相
談
〕

6
月
－
日
（
火
）

10

栫
`
1
5
時

町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
海
野
俊
男
氏

　
　
　
　
伊
東
征
男
氏

※
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

6
月
1
日
は

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

〔
鍵
蓬
歯

　
東
郷
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

ク
ラ
ブ
で
は
、
メ
ン
バ
ー
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
会
員
・

数
7
名
で
、
多
種
多
様
な
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
主
に
ク

ラ
ブ
定
例
会
、
県
・
市
郡
の
研

修
や
大
会
、
町
で
行
な
わ
れ
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど

幅
広
い
活
動
を
と
お
し
て
、
ク

ラ
ブ
の
活
動
充
実
と
メ
ン
バ
ー

の
親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
、
ク
ラ
ブ
の
将
来
・

活
動
の
充
実
を
図
る
の
に
同
じ

考
え
を
も
つ
メ
ン
バ
ー
が
必
要

で
す
。

　
「
や
っ
て
み
た
い
な
」
と
思

っ
て
い
る
中
・
高
生
の
あ
な
た
、

是
非
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
ク
ラ
ブ
入
会
の
ご
相
談
は
最

寄
り
の
会
員
か
、
又
は
教
育
委

員
会
・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

（
電
話
6
9
1
3
9
0
9
）

禦
欝
蓬

麟
提
供
内
容
　
県
が
管
理
す
る
雨

量
及
び
河
川
水
位
の
速
報
値

　
雨
　
　
量
　
1
2
5
箇
所

　
河
川
水
位
　
1
0
7
箇
所

利
用
方
法

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す

る
こ
と
で
、
い
つ
で
も
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
情
報
が
得
ら
れ
ま
す
。

豪
雨
や
台
風
時
の
防
災
情
報
と

し
て
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〔公

ｯ
館
球
技
大
会
］

日
時
　
6
月
2
0
日
（
日
）

　
　
午
前
8
時
3
0
分
か
ら

開
催
場
所

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
東
郷
小

　
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
中
央
公
民
館
体
育
館

褥
謬
塁

　
今
年
も
無
事
故
・
無
違
反
コ
ン

ク
ー
ル
「
み
や
ざ
き
安
全
運
転
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0
0
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　
職
場
の
人
や
友
人
と
チ
ー
ム

を
作
り
、
ハ
ワ
イ
目
指
し
て
無

事
故
・
無
違
反
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
せ
ん
か
。

参
加
要
件

●
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
し

　
運
転
免
許
（
含
原
付
）
を
有

　
し
て
い
る
方

●
3
名
で
ー
チ
ー
ム
と
し
ま
す
（
複

　
数
の
チ
ー
ム
に
加
わ
る
こ
と

　
は
で
き
ま
せ
ん
）

申
し
込
み
方
法

　
6
月
1
4
日
（
月
）
ま
で
に
日

向
敬
言
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
に

備
え
付
け
の
「
応
募
ハ
ガ
キ
」

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
料
無
料

賞
品
　
6
月
1
5
日
か
ら
1
2
月
3
1
日

ま
で
の
2
0
0
日
間
、
全
員
が
無

事
故
・
無
違
反
を
達
成
し
た
チ
ー

ム
に
抽
選
で
海
外
旅
行
券
や
ギ
フ

ト
券
な
ど
が
当
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
み
や
ざ
き

安
全
運
転
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
2
0

0
実
行
委
員
会
（
電
話
0
9
8

5
1
3
1
1
0
1
1
0
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
茜
贔

0
蛆
胃

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
（
5
月
1
0
日
ま
で
に
受

付
し
た
分
）

◎
鶴
野
内
の
矢
野
恵
美
子
さ
ん

よ
り
（
ク
ラ
さ
ん
逝
去
）

一

般
寄
付
〕

　
回
章
の
糸
平
良
子
さ
ん
よ
り

快
気
祝
い
と
し
て
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
一
般
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲
戸
籍
隔
離

　
　
（
4
月
届
出
分
）

出
生
お
め
で
と
う

椎と 川奮 小お 赤

面・
口ξ 川糞葛
真え ひ ん

之の な
の
氏

天ξ 介再 た 名

秀
樹

健
悟

幸
信

羅
者

福 鶴 鶴 住
野 野

瀬 内 内 所

結
婚
お
幸
せ
に

黒寺

木田

正直

子樹

日

向
市

鶴
野
内

氏

名

住

所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

聞臨睡ii謬竈覇竃馨闘噛響照i罷冨

氏

名

山
ロ
ス
ヱ
ノ

年
齢

85

ﾎ

住
所

仲
深

伽3塑塑
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▲「お散歩でみ一つけた」

福瀬区中野原住宅
　　　けいいち　ろう
小田啓一恥くん（5歳）

父　貴広さん

母　　英さん

○好きな食べ物は何ですか？

　カレー

○好きな遊びは何ですか？

　お絵描き

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　消防士

O
総

轄
濾

O

●
9

幽奪山陰保育園〔う

羽坂区井尻

高山あいりさん（㈲

父　幸人さん

母　明美さん

○好きな食べ物は何ですか？

　いちご

○好きな遊びは何で
　すか？

　大きいすべり台

○大きくなったら何に
　なりたいですか？

　セーラームーン

・
．
・
葦

誹
・

1

溺
バ

旺礎

，
鴇

、

一
い

爾、
汐㌃，

　o　　　　　』麹｝

　げ　　馬　　」　　篇

w●
‘緬　　　、．

▲「てんとう虫をみつけたよ」

賞賞囲翼賞翼賞賞翼

下◎誘籐
翼囲翼囲賞賞翼翼質
　r全国植樹祭」

ハナガガシをお手播さ

r一　ノ、　1
き
■
■

　4月25日（白）、第55回

全国植樹祭が「空と海　心を
つなぐ　森つぐり」をテーマ
に西都市で開催され、本町か
らも福瀬小みどりの少年団の
みなさんをはじめ多数出席し
ました。

　その中で、福瀬神社にある
「ハナガガシ」の種を天皇陛

下がお手播きされました。
　世界最大といわれる福瀬神
社のものと同じように大きく
育つことでしょう。

表
紙
牧
水
の
う
た
の
解
説

都
甲
欣
一

　
　
は
つ
夏
の
山
の
な
か
な
る
ふ
る
寺
の

　
　
こ
と
　
ふ

　
　
古
塔
の
も
と
に
立
て
る
旅
び
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
別
離
）

　
牧
水
は
明
治
四
十
年
の
夏
休
み
、

路
に
入
り
二
本
松
峠
で
「
幾
山
河
」
の
歌
を
作
っ
て
い
る
。

後
、
宮
島
へ
行
き
厳
島
神
社
に
参
っ
た
あ
と
、

る
。
こ
の
歌
に
「
山
口
の
瑠
璃
光
寺
に
て
」

か
ら
、
こ
の
と
き
に
詠
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
歌
中
「
古
塔
」
と
い
う
の
は
五
重
塔
で
あ
る
。
時
は
初
夏
、

山
口
は
青
葉
に
包
ま
れ
、

中
に
端
然
と
そ
び
え
立
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
　
「
旅
び
と
」

は
、
同
じ
時
に
参
詣
の
旅
行
者
で
は
な
く
、

　
友
人
た
ち
と
京
都
見
物
の
後
、
一
人
中
国
路
に
入
り
、

河
」
の
歌
を
作
り
、

と
が
折
か
ら
の
満
潮
に
影
を
ひ
た
し
て
い
る
の
を
見
て

ほ
い
ぬ
宮
の
古
ば
し
ら
丹
（
に
）

詠
ん
で
来
た
だ
け
に
、

の
さ
ま
ざ
ま
の
風
景
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、

そ
の
美
し
さ
に
我
を
忘
れ
て
い
た
の
か
と
も
思
え
る
し
、

帰
省
の
途
中
岡
山
か
ら
中
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の

　
　
　
　
山
口
を
訪
れ
て
い

　
　
　
の
詞
書
が
あ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
の
中
の
古
寺
瑠
璃
光
寺
の
塔
も
青
葉
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
水
自
身
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
幾
山

　
　
　
　
　
　
　
宮
島
で
は
厳
島
神
社
の
朱
塗
り
の
社
殿
と
廻
廊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
青
海
は
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
が
淡
う
影
う
つ
す
と
き
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
う
ら
若
い
旅
人
牧
水
の
胸
に
は
そ
う
い
う
旅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
塔
を
仰
い
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
東
京

に
残
し
て
来
た
初
恋
人
の
姿
な
ど
が
頭
に
あ
っ
た
ろ
う
と
想
像
し
て

も
か
ま
わ
な
い
。
何
に
し
て
も
、
の
び
や
か
な
美
し
い
調
べ
の
歌

で
、
そ
う
い
う
若
い
旅
人
の
姿
を
鮮
明
に
浮
か
び
あ
が
ら
せ
る
作
で

あ
る
。（

大
悟
法
利
雄
著
「
幾
山
河
越
え

さ
り
行
か
ば
」
よ
り
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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